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 令和元年度事業報告 
（平成 31年 4月 1日から令和 2年 3月 31日まで） 

 
 
 

公益財団法人 静岡県消防協会 

 

 「消防防災の能力の強化、活性化等に関する事業を行い、もって災害防除と地域社

会の健全な発展に寄与すること」（定款第 3 条）を目的に、以下の事業を実施した。 

消防団及び消防団員数（令和元年 10月 1日現在） 

35団 19,354名（男性：18,924名 女性：430名）[定員：21,511人] 

 

１ 消防団員の消防防災に関する技術の向上及び教育訓練 

(１) 第 37回静岡県消防操法大会の開催 

消防団員の消防防御技術の向上と消防団員の士気の高揚を図るため、第

37回静岡県消防操法大会を開催した。 

大会は県内 10支部の代表、ポンプ車の部 10 チーム、小型ポンプの部 10

チームで競われた。小型ポンプ操法の部で優勝した富士宮市消防団は、令和

2年 10月に千葉県市原市で開催される第 27 回全国消防操法大会に静岡県代

表として出場する。（新型コロナウイルスのため全国大会は中止となった。） 

令和元年 9月 8日（日） 焼津漁港 新港野積場用地（焼津市） 

＜ポンプ車操法の部＞ 

  優勝 清水町消防団（駿東支部） 

  ２位 島田市消防団（志太支部） 

  ３位 富士市消防団（富士支部） 

＜小型ポンプ操法の部＞ 

  優勝 富士宮市消防団（富士支部） 

  ２位 湖西市消防団（西遠支部） 

３位 御前崎市消防団（小笠支部） 

 (２) 教育訓練指導員研修会の開催 

 支部教育訓練指導員の消防技術の向上を図るため、教育訓練を実施した。 
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 第 1回 令和元年 8月 4日（日）焼津漁港 新港野積場用地 

     支部教育訓練指導員研修者 95名 

 (３) 全国女性消防操法大会への出場及び助成 

第 24回全国女性消防操法大会に、静岡県代表として出場した磐田市消防

団女性消防隊に対して助成金を交付した。 

令和元年 11月 13日（水）横浜赤レンガ倉庫イベント広場（横浜市） 

助成金 500,000円 

(４)支部共催訓練、地震対策訓練に対する助成 

 支部が実施する組織結成等に要する費用、装備品等の整備に要する費用、

支部共催訓練等消防団の活性化に寄与する事業に要する費用に対し助成し

た。 

 助成金 11,000,000円 

(５) 支部教育訓練指導に対する助成 

 支部が実施する教育訓練等を開催する費用、県協会が主催する教育訓練指

導員研修会出席に要する費用に対し助成した。 

 助成金 2,200,000円 

(６) 消防団員指導員研修（現場指揮課程）の実施 

日本消防協会及び静岡県消防学校と連携し、消防団員指導員の養成を行う

研修を実施した。日本消防協会補助金を財源として、講師謝礼、受講経費、

図書、資機材等の経費を手当てした。 

令和元年 11月 9日（土）～10日（日）静岡県消防学校 

受講者 79名 修了者 78名 

外部講師謝礼・旅費、教材費、研修施設借上費等 261,851円 

 (７) 県消防学校の消防団員研修への助成 

県消防学校が主催する消防団教育に対し、図書、資機材等の経費を消

防学校に助成した。 

幹部教育 指揮幹部科 現場指揮課程（第 6 期） 

   令和元年 11月 9日（土）～10日（日） 

受講者 80名 物品購入費 41,200円 



 

- 3 - 

 

(８) 消防大学校の教育訓練への参加・助成 

消防団長科（第 76期）1名 令和元年 11月 18日（月）～22日（金） 

入校者 牧之原市消防団 団長 伊藤 正哉 

助成金 100,000円 

 (９) 日本消防協会の特別研修への参加 

① 第 46回消防団幹部特別研修会 

  令和 2年 1月 21日（火）～24日（金） 

  研修生 小山町消防団 団長 米山 恒久 

② 第 19回消防団幹部候補中央特別研修 

○男性の部 令和 2年 2月 5日（水）～7日（金） 

 研修生 藤枝市消防団  分団長  津島 俊昭 

     浜松市消防団  分団長  森島 宏昌 

○女性の部 令和 2年 2月 19日（水）～21 日（金） 

  研修生 藤枝市消防団  班 長  増田 知子 

      東伊豆町消防団 班 長  津曲 真紀 

２ 消防防災に関する指導、研修及び調査研究 

(１) 消防団長研修会の開催 

 市町消防団の団長に対する消防防災に関する特別研修会を開催し、講演等

を実施した。            

 令和元年 6月 21日（金）ホテルアソシア静岡（静岡市） 

 講 演 講師 胆振東部消防組合消防署 署長 松永忠昭 

     テーマ「北海道胆振東部地震の被害状況と活動報告」 

参加者 知事、団長 34名、相談役 2名、常任幹事ほか 16名 

(２) 災害対応・防災対策状況等視察の実施 

平成 30年 9 月 6日に北海道胆振地方中東部を震源として発生した「北海

道胆振東部地震」の災害状況と消防職団員の活動状況等を把握するため、

視察を実施した。 

令和元年 10月 20日（日）～21日（月） 
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苫小牧市消防防災訓練センター、胆振東部消防本部、北海道胆振東部地

震被災地 

理事・監事参加者 17名 

３ 消防防災に関する思想の普及啓発 

(１) 消防職団員意見発表会の開催 

 消防団員の団結と士気の高揚を図るとともに、一般の方々に消防団の意義

を知っていただくため、消防職団員意見発表会を開催した。 

令和元年 11月 9日（土） 森町文化会館「ミキホール」 

① 「私の活力 Be a connector」御殿場市消防団団員 林 夕希奈 

② 「礼に始まり、例に終わる」富士宮市消防団分団長 松浦武彦 

③ 「魅力ある消防団とは」藤枝市消防団副団長 小林 雪泰                 

④ 「地域のヒーロー」牧之原市消防団部長 松下 裕樹 

⑤ 「先輩と後輩」磐田市消防団総括本部長 大橋 正和 

⑥ 「二つの立場と惹きつける力」浜松市消防団団員 池端麻裕子 

⑦ 「プロ集団として～すべては市民のために～」富士宮市消防本部消防士長 

望月竜樹 

⑧ 「Go For 2020 真夏の記録的猛暑への対策」静岡市消防局消防士長  

松下夏月 

(２) 消防団員の準中型免許等の取得費用に対する補助 

道路交通法の改正により、平成 29年 3月から準中型免許が新設され、普

通免許で運転できる自動車の車両総重量は 3.5トン未満とされた。本県では

分団の所有車両は 3.5トン以上のため、新入団員が消防車両を運転できない

ことや、加えて、平成 19年以降、29年以前に免許を取得している消防団員

についても 5.0トン未満の消防車両しか運転できないため、令和元年 10月

3日の理事会において準中型免許などの取得補助金交付要綱を制定した。対

象は準中型自動車免許等取得に係る補助制度が施行されている市町で、所持

する運転免許で所属する分団の消防車両を運転できない消防団員に対し交付

した。 

伊豆の国市消防団   4名  226,100円 
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清水町消防団     5名  83,000円 

浜松市消防団     9名  295,330円 

 (３) 全国女性消防団員活性化大会への参加 

 全国の女性消防団員が集い、女性消防団員相互の情報交流を通じ地域防災

力の向上及び女性消防団員の育成・活性化を図るため開催する第 25回全国

女性消防団員活性化大会に参加者を募り参加した。 

令和元年 9月 19日（木）～20日（金） 

マエダアリーナ（青森県青森市） 

女性消防団員等参加者 126名 

(４) 「消防団応援の店」の普及促進 

 消防団員の確保や加入促進を図るため、事業所や販売店の協力により消防

団員に対する各種サービスを提供する制度として、「消防団応援の店」の普

及促進を図った。 

 伊東市   24店舗 

 伊豆市   2店舗 

 沼津市   22店舗 

 御殿場市  17店舗（「全国消防団応援の店」にも登録） 

 長泉町   49店舗 

 藤枝市   4店舗 

 島田市    2店舗 

掛川市   11店舗 

御前崎市  62店舗 

 菊川市   47店舗 

 磐田市   31店舗 

 湖西市   23店舗 

 「ふじのくに消防団応援連盟」参加団体運営観光施設 9ヶ所 

 (５) 防火広報に対する助成 

 秋季・春季の全国火災予防運動に合わせて行う防火広報や模擬訓練実施に 

対し、支部に助成金を交付した。 
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 秋の全国火災予防運動 令和元年 11月 9 日（土）～15日（金） 

 春の全国火災予防運動 令和 2年 3 月 1日（日）～7日（土） 

 助成金 1,000,000円 

(６) 静岡県消防大会における決議事項の要望活動の実施 

 令和元年度静岡県消防大会（森町）での下記決議事項 4件を県議会議長等

関係機関に要望した。 

① 「消防団員確保のための取り組みについて」 

② 「消防職団員の教育訓練施設を併設した消防防災センターの整備推進

について」 

③ 「事業所における消防団員確保対策の強化・促進と消防団員への支援

について」 

④ 「消防団員の処遇の改善について」 

 (７) 消防団防災学習・災害活動車両交付事務事業 

 日本消防協会消防団員等福祉共済の福祉増進事業の還元事業等として、防

災活動車等の車両交付を行っているので、交付事務を実施し交付を受けた。 

 伊豆市消防団  消防団活動車（ワンボックス型） 1台 

 (８) 消防制服整備 

 日本消防協会が実施する女性消防団員制服等交付事業により女性消防団員

が円滑に制服を交付されるよう事務を行った。また、総裁及びその代理とし

て各種行事に参加する県職員に対して、制服を貸与した。 

 女性消防団員制服交付 4着 

(９) 各種広報活動の実施・協力 

 ホームページでの消防団活動の PR、日本消防協会が作成する機関紙「日

本消防」・ラジオ番組「おはよう！ニッポン全国消防団」等での消防団及び

団員の活動紹介、防火ポスターの配布等、消防団活動の PR及び防火思想の

普及高揚を図った。 

 ホームページ お知らせ、消防団案内、業務・財務資料等を更新した。 

 機関誌「日本消防」  

令和元年 4月号「シンフォニー」 
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熱海市消防団女性消防部 団 長 井上 靖子 

令和元年 4月号「うちの名物団員」 

伊東市消防団 分団長 安立 知永 

      令和元年 8月号「消防団の広場」 

                       菊川市消防団 団長 今野広幸 

令和元年 8月号「うちの名物団員」 

湖西市消防団 団 員 外間ジェームス海斗 

令和 2年 3月号「巻頭言」          会 長 松浦 文信 

令和 2年 3月号「うちの名物団員」 

浜松市消防団 団 員 太田 香保里 

    ラジオ番組「おはよう！ニッポン全国消防団」 

      令和元年 11月 22日放送分          副会長 浅野 哲司  

４ 消防団、消防団員及び消防功労者に対する功労表彰 

(１) 静岡県消防大会の開催 

 消防団長、教育訓練指導員として功労のあった者に対し表彰した。 

 併せて国、県、各市町長及び関係機関への要望を決議した。 

 令和元年 11月 9日（土） 森町文化会館「ミキホール」 

○消防協会役員退職者感謝状 

 宇藤 光昭  （前 公益財団法人静岡県消防協会 理事） 

和田 孝之  （前 公益財団法人静岡県消防協会 監事） 

○消防団長退職者感謝状 

大隅 將則  （前 函南町消防団 団長） 

山橋 弘幸  （前 小山町消防団 団長） 

小林 秀己  （前 富士市消防団 団長） 

栗林 靖明  （前 御前崎市消防団 団長） 

大西 直希  （前 袋井市消防団 団長） 

○教育訓練指導員感謝状 

 鈴木 正夫（静岡市消防団）ほか 計 6名  

 (２) 静岡県消防協会定例表彰 
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 令和 2年 1月 1日（水）から 19日（日）において、各市町消防団で開催

された消防出初式において、消防活動等に功績があった消防団及び消防団員

に対する表彰並びに永年勤続（25年以上）団員の家族に対する感謝状を贈

呈した。 

功績竿頭綬（無火災） 三島市消防団、伊東市消防団 

特別功績章          79名 

功績章           159名 

特別功労章         340名 

功労章           465名 

勤続功労章（45年以上）    6名 

勤続功労章（40年以上）     9名 

勤続功労章（35年以上）    32名 

勤続功労章（30年以上）    77名 

勤続功労章（25年以上）   147名 

勤続功労章（20年以上）   330名 

勤続功労章（15年以上）   469名 

勤続功労章（10年以上）   751名 

家族感謝状         146名 

５ 消防殉職者及び負傷した消防団員等に対する弔慰救済 

(１) 罹災者見舞金の支給 

職務を遂行して自家の類焼を防止できなかった消防団員に対し、罹災者見

舞金を支給した。 

掛川市消防団   100,000円 

(２)  全国消防殉職者慰霊祭への参加 

 第 38回全国消防殉職者慰霊祭に県内の遺族とともに参加し、殉職者の御

霊を慰めた。 

 令和元年 9月 12日（木）日本消防会館 

 参加ご遺族    2名 
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６ 消防団員の福利厚生等 

(１) 福祉共済等事業 

日本消防協会の福祉共済への加入及び給付金の請求・交付事務を行うとと

もに、消防個人年金制度の加入促進を図った。 

継続加入団体           35団体（34消防団、1消防本部） 

加入者数       19,192人（令和元年度末現在） 

交付共済金額   12,063,000円（公務外） 

           283,500円（公務） 

消防個人年金制度 

  加入者数     1,101人（令和 2年 1月末現在） 

(２) 健康維持・体力錬成の推進事務事業 

 消防団員の健康増進等を促進するため、日本消防協会の消防団員等福祉共

済による助成を受け、健康増進機器等を購入配布する事務を行った。 

 (３) 火災共済事業 

全日本消防人共済会の火災共済事業の加入促進を支援した。 

火災共済の契約者数 1,246人（令和元年度末現在） 

７ 会議等 

(１) 県消防協会関係 

 ① 評議員会    

令和元年 5月 24日（金）グランディエールブケトーカイ 

議  題 1号議案 平成 30年度事業報告について 

     2号議案 平成 30年度収支決算について 

     3号議案 評議員の選任について 

     4号議案 理事、監事の選任について 

② 理事会 

第 1回 令和元年 5月 9日（木）グランディエールブケトーカイ 

議  題 1号議案 平成 30年度事業報告について 

      2号議案 平成 30年度収支決算報告について 

      3号議案 令和元年度定時評議員会の開催について 
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     4号議案 公益財団法人静岡県消防協会特別会員等の選任規

程の改正について 

第 2回 令和元年 5月 24日（金）グランディエールブケトーカイ 

議  題 1号議案 （公財）静岡県消防協会役員等制服規定の改正に

ついて 

      2号議案 各委員会委員の選任について 

      3号議案 参与の選任について 

第 3回 令和元年 7月 12日（金）グランディエールブケトーカイ 

議  題 1号議案 第 37回静岡県消防操法大会について 

      2号議案 令和元年度静岡県消防大会・消防団員意見発表会

について 

第 4回 令和元年 10 月 3日（木）グランディエールブケトーカイ 

議  題 1号議案 消防団員準中型自動車免許等取得補助金交付要綱

（案）について 

第 5回 令和元年 12 月 6日（金）グランディエールブケトーカイ 

 議  題 1号議案 令和 2年度会費及び賞じゅつ金等負担割合について 

      2号議案 消防団員準中型自動車免許等取得補助金交付要綱（改

正案）について 

第 6回 令和 2年 3 月 12日（木）グランディエールブケトーカイ 

 議  題 1号議案 令和 2年度事業計画について 

2号議案 令和 2年度収支予算について 

3号議案 審査委員会委員の選任について 

③ 正副会長会議  

平成 31年 4 月 25日（木）  グランディエールブケトーカイ 

令和元年 7月 2日（火）   グランディエールブケトーカイ 

令和元年 9月 26日（火）  グランディエールブケトーカイ 

令和元年 11月 21日（木）  グランディエールブケトーカイ 

令和 2年 2月 27日（木）   グランディエールブケトーカイ 
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(２) 日本消防協会関係 

  ① 評議員会・理事会・監査、全日本消防人共済会 

監事監査         令和元年 5月 30日（木）日本消防会館 

臨時理事会・評議員会     令和元年 6 月 14日（金）日本消防会館 

臨時理事会          令和元年 9 月 12日（木）日本消防会館 

理事会・評議員会       令和 2年 3 月 3日（火）日本消防会館 

全日本消防人共済会臨時総代会 令和 2年 3 月 3日（火）日本消防会館 

  ② 都道府県消防協会事務局長会議 

令和 2年 2月 25日（火）日本消防会館 

  ③ 中部地区消防協会実務担当者会議 

令和元年 7月 9日（火）プラザ洞津（三重県津市） 

(３) 中部７県関係 

① 中部 7県消防協会長及び消防主管課長会議 

 令和元年 11月 28日（木）～29日（金）金沢ニューグランドホテル

（石川県金沢市） 

② 中部 7県消防協会長会議 

 令和 2年 1月 28日（火）～29日（水）ANAクラウンプラザホテル 

富山（富山市） 

(４) 静岡県関係 

  ① 静岡県消防学校運営協議会 

  ② 静岡県防災会議 

  ③ 静岡県山岳遭難防止対策協議会 

  ④ 静岡県幼少年女性防火委員会 

  ⑤ 静岡県交通安全対策協議会 

  ⑥ しずおか男女共同参画推進会議 

  ⑦ 静岡県コミュニティづくり推進協議会 


